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【中学校の指導要領より】 

●学力の３要素（指導要領 p4） 

生徒の発達の段階や特性等を踏まえつつ，次に掲げることが偏りなく実現できるようにす

るものとする。 

(1) 知識及び技能が習得されるようにすること。 

(2) 思考力，判断力，表現力等を育成すること。 

(3) 学びに向かう力，人間性等を涵養すること。 

 

●生徒の主体的・対話的で深い学びの実現（指導要領 p7） 

(1)第１の３の(1)から(3)までに示すことが偏りなく実現されるよう，単元や題材など内容

や時間のまとまりを見通しながら，生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業

改善を行うこと。 

特に，各教科等において身に付けた知識及び技能を活用したり，思考力，判断力，表現力

等や学びに向かう力，人間性等を発揮させたりして，学習の対象となる物事を捉え思考す

ることにより，各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方（以下「見方・考え方」

という。）が鍛えられていくことに留意し，生徒が各教科等の特質に応じた見方・考え方を

働かせながら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して考えを形成

したり，問題を見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に創造したりすることに向

かう過程を重視した学習の充実を図ること 

(4) 生徒が学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりする活動を，計画的に取

り入れるように工夫すること。 

(6) 生徒が自ら学習課題や学習活動を選択する機会を設けるなど，生徒の興味・関心を生

かした自主的，自発的な学習が促されるよう工夫すること。 

 

●「理科」の目標（指導要領 p63） 

第１ 目標 

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を

行うことなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を

次のとおり育成することを目指す。 

(1) 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験

などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

(2) 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

(3) 自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。 

 



●２分野の目標（指導要領 p72） 

１ 目標 

生命や地球に関する事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり

育成することを目指す。 

(1) 生命や地球に関する事物・現象についての観察，実験などを行い，生物の体のつくり

と働き，生命の連続性，大地の成り立ちと変化，気象とその変化，地球と宇宙などについ

て理解するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技

能を身に付けるようにする。 

(2) 生命や地球に関する事物・現象に関わり，それらの中に問題を見いだし見通しをもっ

て観察，実験などを行い，その結果を分析して解釈し表現するなど，科学的に探究する活

動を通して，多様性に気付くとともに規則性を見いだしたり課題を解決したりする力を養

う。 

(3) 生命や地球に関する事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度と，

生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ること

ができるようにする。 

 

【平成28 年 12 月中教審答申 197 号より】 

●各教科等の特質に応じた「見方・考え方」（答申 p33） 

○ 子供たちは、各教科等における習得・活用・探究という学びの過程において、各教科等

で習得した概念（知識）を活用したり、身に付けた思考力を発揮させたりしながら、知識

を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見い

だして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向かう。こうした学び

を通じて、資質・能力がさらに伸ばされたり、新たな資質・能力が育まれたりしていく。 

○ その過程においては、“どのような視点で物事を捉え、どのような考え方で思考してい

くのか”という、物事を捉える視点や考え方も鍛えられていく。こうした視点や考え方に

は、教科等それぞれの学習の特質が表れるところであり、例えば算数・数学科においては、

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、論理的、統合的・発展的に考え

ること、国語科においては、対象と言葉、言葉と言葉の関係を、言葉の意味、働き、使い

方等に着目して捉え、その関係性を問い直して意味付けることなどと整理できる。 

○ こうした各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方が「見方・考え方」であり、

各教科等の学習の中で働くだけではなく、大人になって生活していくに当たっても重要な

働きをするものとなる。私たちが社会生活の中で、データを見ながら考えたり、アイディ

アを言葉で表現したりする時には、学校教育を通じて身に付けた「数学的な見方・考え方」

や、「言葉による見方・考え方」が働いている。各教科等の学びの中で鍛えられた「見方・

考え方」を働かせながら、世の中の様々な物事を理解し思考し、よりよい社会や自らの人



生を創り出していると考えられる。 

○ 「見方・考え方」を支えているのは、各教科等の学習において身に付けた資質・能力の

三つの柱である。各教科等で身に付けた知識・技能を活用したり、思考力・判断力・表現

力等や学びに向かう力・人間性等を発揮させたりして、学習の対象となる物事を捉え思考

することにより、各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方も、豊かで確かなも

のになっていく。物事を理解するために考えたり、具体的な課題について探究したりする

に当たって、思考や探究に必要な道具や手段として資質・能力の三つの柱が活用・発揮さ

れ、その過程で鍛えられていくのが「見方・考え方」であるといえよう。 

○ 前述のとおり、「見方・考え方」には教科等ごとの特質があり、各教科等を学ぶ本質的

な意義の中核をなすものとして、教科等の教育と社会をつなぐものである。子供たちが学

習や人生において「見方・考え方」を自在に働かせられるようにすることにこそ、教員の

専門性が発揮されることが求められる。 

○ 学習指導要領においては、長年、見方や考え方といった用語が用いられてきているが、

その内容については必ずしも具体的に説明されてはこなかった。今回の改訂においては、

これまで述べたような観点から各教科等における「見方・考え方」とはどういったものか

を改めて明らかにし、それを軸とした授業改善の取組を活性化しようとするものである 

 

●学びの質の重要性と「アクティブ・ラーニング」の視点の意義（答申 p47） 

○ 学校での学びは、個々の教員の指導改善の工夫や教材研究の努力に支えられている。こ

うした工夫や努力は、子供たちが「どのように学ぶか」を追究することに向けられたもの

である。 

○ 学びの成果として、生きて働く「知識・技能」、未知の状況にも対応できる「思考力・

判断力・表現力等」、学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」を

身に付けていくためには、学びの過程において子供たちが、主体的に学ぶことの意味と自

分の人生や社会の在り方を結び付けたり、多様な人との対話を通じて考えを広げたりして

いることが重要である。また、単に知識を記憶する学びにとどまらず、身に付けた資質・

能力が様々な課題の対応に生かせることを実感できるような、学びの深まりも重要になる。 

○ 子供たちは、このように、主体的に、対話的に、深く学んでいくことによって、学習 

内容を人生や社会の在り方と結び付けて深く理解したり、未来を切り拓ひらくために必要

な資質・能力を身に付けたり、生涯にわたって能動的に学び続けたりすることができる。

また、それぞれの興味や関心を基に、自分の個性に応じた学びを実現していくことができ

る。 

○ こうした学びの質に着目して、授業改善の取組を活性化しようというのが、今回の改訂

が目指すところである。平成２６年１１月の諮問において提示された「アクティブ・ラー

ニング」については、子供たちの「主体的・対話的で深い学び」を実現するために共有す

べき授業改善の視点として、その位置付けを明確にすることとした。 



 

 

●創意工夫に基づく指導方法の不断の見直しと「授業研究」（答申 p48） 

我が国では、教員がお互いの授業を検討しながら学び合い、改善していく「授業研究」が

日常的に行われ、国際的にも高い評価を受けており、子供が興味や関心を抱くような身近

な題材を取り上げて、学習への主体性を引き出したり、相互に対話しながら多様な考え方

に気付かせたりするための工夫や改善が続けられてきている。こうした「授業研究」の成

果は、日本の学校教育の質を支える貴重な財産である。 

○ 一方で、こうした工夫や改善の意義について十分に理解されないと、例えば、学習活動

を子供の自主性のみに委ね、学習成果につながらない「活動あって学びなし」と批判され

る授業に陥ったり、特定の教育方法にこだわるあまり、指導の型をなぞるだけで意味のあ

る学びにつながらない授業になってしまったりという恐れも指摘されている。 

 

●「主体的・対話的で深い学び」とは何か（答申 p49） 

「主体的・対話的で深い学び」の実現とは、以下の視点に立った授業改善を行うことで、

学校教育における質の高い学びを実現し、学習内容を深く理解し、資質・能力を身に付け、

生涯にわたって能動的（アクティブ）に学び続けるようにすることである。 

①学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通し

を持って粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」

が実現できているか。 

子供自身が興味を持って積極的に取り組むとともに、学習活動を自ら振り返り意味付けた

り、身に付いた資質・能力を自覚したり、共有したりすることが重要である。 

② 子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えるこ 

と等を通じ、自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。 

身に付けた知識や技能を定着させるとともに、物事の多面的で深い理解に至るためには、

多様な表現を通じて、教職員と子供や、子供同士が対話し、それによって思考を広げ深め

ていくことが求められる。 

③ 習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」

を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形

成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに

向かう「深い学び」が実現できているか。 

子供たちが、各教科等の学びの過程の中で、身に付けた資質・能力の三つの柱を活用・発

揮しながら物事を捉え思考することを通じて、資質・能力がさらに伸ばされたり、新たな

資質・能力が育まれたりしていくことが重要である。教員はこの中で、教える場面と、子

供たちに思考・判断・表現させる場面を効果的に設計し関連させながら指導していくこと

が求められる。 


